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Ｑ．粉ミルクや哺乳瓶に慣れてくれない 

A．哺乳瓶の感触やミルクの味の違いに慣

れるよう、できることから試してみましょう。

水分補給のための「さゆ」を哺乳瓶であげて

みる、乳首のサイズを変えてみるなど、いろ

いろ試してみましょう。それでも難しいときも

あると思います。あせらずにゆったりと進め

ていきましょう。 

 

Ｑ．指しゃぶりをやめない 

A．自分で落ち着けるように、指しゃぶりをし

ていることも多いようです。無理にやめさせ

ようとせず、外あそびなどで気分を発散さ

せて、積極的にあそべるような場をつくるな

ど、子どもの気持ちを理解してあげましょ

う。 

Ｑ．チャイルドシートを嫌がる 

A．2 歳ごろになると自我の芽生えによっ

て意思表示も強くなってきます。何か原

因があるのか探ってみましょう。日ごろか

らチャイルドシートに座るのを当たりまえの

事として、慣らしていくようにするといいで

す。 

チャイルドシートに座らなければ、どこへも

お出かけ出来ないことをわかってもらえる

よう、妥協しないで少しずつ続けてみまし

ょう。快適に過ごせるように、夏の暑いとき

は背中の所に保冷剤を置くと心地いいで

すね。 

車に乗る⇒楽しいことがある（・お買い物

に行くよ・公園にいこうねなど）。また、好き

なＣＤをかけてみるなど工夫してみましょ

う。 

 

Ｑ．イヤイヤ期 

A．自我が芽生え自分の意見を周りに主

張し始める時期です。パパやママを困ら

せたいのではなく、「イヤ」を繰り返すうち

に、自分の好きなこと、したいことを探して

いるのです。子どものイヤという気持ちを

わかってあげようとし、「何がイヤなの？」

「どうしたかったの」と気持ちを表現できる

ような言葉かけをしてみましょう。子どもの

ことばに対して「〇〇がしたかったのね」

「〇〇はイヤだったのね」と気持ちを共感

してもらえることで子どもは安心します。 

気持ちが切り替わらないときは、気持ちを

落ち着かせながら「〇〇したら、△△しよ

う」など先の見通しがわかるような言葉か

けをすることで、気持ちが切り替わることも

あります。 

 



                                  

       

 

 

 

      

       
 

 

 

 

 

 

＜相談先のご案内＞ 

～どこに相談しようかな？と思った時には～ 

子育てコンシェルジュ、子ども家庭相談員…子ども未来課（桶川市役所内）℡０４８―７８８－４９４４ 

母子保健コーディネーター、管理栄養士…健康増進課（保健センター内） ℡０４８－７８６－１８５５ 

 

 Ｑ．便秘 

A．月齢が上がってくると便を押し出す力

もついてきます。 

「赤ちゃん体操」「マッサージ」「綿棒浣腸」

などをしてみたり、水分を少し多めに与え

てみましょう。 

体重が減らず、機嫌よく手足を動かし食

欲もあるなら様子をみて、一週間以上出

なければ病院を受診しましょう。 
 

🌸ストレスを上手に解消するために🌸 

☆自分を癒す時間をつくる☆ 

  自分の時間を確保できれば心がリフレッシュされ、ポジティブな気持ちになれます。 

☆睡眠時間を確保する☆ 

  質の良い睡眠を心掛けしっかり休むことで、日々の子育てに必要なエネルギーが確保されます。 

☆適度な運動をする☆ 

  少しずつでも、楽しめる運動を取り入れることで、ストレスに対する耐性が高まります。 

 

 

・ママも大変な時は我慢しないで辛いこと、苦しいことを出しましょう。そして、周囲の人に頼ったり、お話し

てみましょう。 

・毎日の掃除・洗濯・お買い物など頑張りすぎずに、たまにはお休みの日をつくるのもいいですね。出来る

時でいいのです。 

 

 

Ｑ．睡眠が足りているか 

A．個人差もありますが、１～２歳児では９

時間以上はとりたいですね。 

 寝る時間・起きる時間を決めてから１日の

スケジュールを組み立てるといいでしょう。 

午睡は 15時頃までに起こすように心がける

ことで、夜の入眠の時間がずれなくなるよう

です。 

夜の入眠時はお部屋の照明を少し暗くして

寝る雰囲気をつくる。また、スキンシップや

絵本の読みきかせなどをすると気持ちがリ

ラックスできるようです。 

 

             こども未来課作成 

Ｑ．便秘 

A．月齢が上がってくると便を押し出す力も

だんだんついてきます。「マッサージ」をした

り、水分を多めに与えてみましょう。 

体重が減らず、機嫌よく手足を動かし食欲

もあるなら様子を見て、３～４日以上でなけ

れば病院を受診しましょう。 

＜お腹のマッサージ＞赤ちゃんをあお向けに寝

かせて、おへそを中心に腸の向きと同じ時計回

りに「の」の字を書くように手のひらでそっと優しく

なでてあげます。 

＜足のマッサージ＞あお向けに寝かせた赤ち

ゃんの両足首をそっと握り、両足を交互に屈伸

させます。 

＜おしりのマッサージ＞肛門のすぐ上あたりをそ

っと軽く押してあげます。 


